
4
・
5
月
の
担
当
医

４月
6
日
（
日
）
小
林
源
博
（
こ
ば
や
し
整
形
外
科
）

13
日
（
日
）
村
瀬
寛
紀
（
村
瀬
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

20
日
（
日
）
中
田
宗
彦
（
中
田
医
院
）

27
日
（
日
）
阿
部
親
司
（
阿
部
医
院
）

29
日
（
　
）
近
藤
史
郎
（
近
藤
医
院
）

5 月
3
日
（
　
）
藤
岡
　
均
（
藤
岡
医
院
）

4
日
（
　
）
小
池
利
幸
（
小
池
医
院
）

5
日
（
　
）
小
林
源
博
（
こ
ば
や
し
整
形
外
科
）

6
日
（
　
）
大
塚
正
議
（
大
塚
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
）

11
日
（
日
）
奥
村
昇
司
（
お
く
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

18
日
（
日
）
田
中
隆
平
（
田
中
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

25
日
（
日
）
細
江
昭
比
古
（
市
立
中
原
診
療
所
）

※
都
合
に
よ
り
担
当
医
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
5
月
18
日
の
田
中
医
師
は
中
学
生
以
下
の
診
療
を
行
い
ま

　
せ
ん
。
事
前
に
電
話
で
ご
確
認
の
上
、
下
呂
温
泉
病
院
、

　
金
山
病
院
へ
受
診
く
だ
さ
い
。

入
し
、
医
療
機
関
で
可
能
と
判
断
さ
れ
れ

ば
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
．
接
種
料
金
が
①
の
表
の
助
成
額
以
内

で
あ
れ
ば
無
料
と
な
り
ま
す
。（
差
額
が

出
た
場
合
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）

持
ち
物
：
母
子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、
医

療
受
給
者
証
、
自
己
負
担
が
必
要

な
場
合
は
そ
の
分
の
現
金

◎
対
象
者

　

水
ぼ
う
そ
う
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
共
に
接

種
時
の
年
齢
が
１
歳
～
４
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
が
対
象
者
と
な
り
ま
す
。
助
成
の
対

象
と
な
る
接
種
回
数
は
１
回
限
り
で
す
。

な
お
水
ぼ
う
そ
う
は
、
10
月
の
定
期
接
種

化
さ
れ
る
際
に
、
対
象
年
齢
や
接
種
回
数

が
変
更
と
な
る
見
込
み
で
す
。　

今
後
、

詳
細
が
分
か
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
市
の
助
成
事
業
で
水
ぼ
う
そ
う
、
お
た

ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ

る
指
定
医
療
機
関

エ
ン
ザ
を
合
わ
せ
た
「
下
呂
市
子
育
て
支
援
予

防
接
種
事
業
」
を
独
自
で
創
設
し
、
任
意
の
予

防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
水
ぼ
う
そ
う
は
、
10
月
以
降
は

定
期
接
種
と
な
る
た
め
自
己
負
担
な
く
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で

の
間
（
４
月
～
９
月
）
は
任
意
接
種
と
な
る

た
め
自
己
負
担
額
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
た

め
下
呂
市
で
は
、
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
が

気
兼
ね
な
く
こ
れ
ら
の
接
種
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
助
成
額
を
引
き
上
げ
（
上
の
①
の
表
）、

定
期
接
種
と
な
る
前
の
４
月
か
ら
で
も
自
己

負
担
無
し
（
た
だ
し
一
部
病
院
等
は
除
く
）

で
接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
お

子
さ
ん
を
病
気
か
ら
守
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
こ

の
助
成
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
（
な
お
手
続
き
は
、
前
年
と
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
）。

◎
接
種
を
受
け
る
に
は

１
．
市
内
の
指
定
医
療
機
関
（
②
の
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）
に
予
約
し
ま
す
。

２
．
当
日
、
申
請
書
兼
予
診
票
（
各
指
定
医

療
機
関
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

　

水
ぼ
う
そ
う
は
発
熱
と
前
後
し
て
、
か
ゆ

み
を
伴
う
小
さ
な
水
ぶ
く
れ
が
全
身
に
現
れ

る
感
染
力
の
強
い
病
気
で
、
特
に
新
生
児
や

妊
婦
の
方
は
感
染
す
る
と
重
症
化
の
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
お
た
ふ
く
か
ぜ
は
、
耳
の
下
に

あ
る
耳
下
腺
等
の
腫
れ
や
発
熱
を
起
こ
す
病

気
で
、
腫
れ
た
後
９
日
ほ
ど
は
、
や
は
り
人

に
う
つ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ま

れ
に
無
菌
性
髄
膜
炎
や
難
聴
等
の
合
併
症
を

発
症
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

下
呂
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
病
気
と
イ
ン
フ
ル

予
防
接
種
で
こ
ど
も
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　
～
下
呂
市
で
は
予
防
接
種
で
子
育
て
家
族
を
応
援
し
ま
す
～
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下
呂
市
森
８
０
１
‐
10（
下
呂
市
民
会
館
内
）

　

24
‐
１
２
０
０

　

診
療
科
目
　　
内
科
、
小
児
科

　
　
　
　
　
　
（
急
病
患
者
に
限
り
ま
す
）

　

診
療
日　
　

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

　

診
療
時
間　　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
受
診
の
際
は
、
必
ず
保
険
証
や
お
薬
手

帳
（
あ
る
場
合
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
急
病
患
者
専
用
の
た
め
、
平
常
継
続
し

て
受
け
て
い
る
治
療
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。（
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

※休日診療所の担当医は、地上デジタル放送ぎふチャン（8ch）のデータ放送でもご覧いただけます。

日
・祝

土
・祝

月
・祝

火
・祝

火
・祝

地区 医療機関名 電話番号
小坂 市立小坂診療所 ６２－２２１２

萩原 中田医院 ５２－１０２２
萩原北毉院 ５２－３４４４

下呂

下呂温泉病院（小児科） ２５－２８２０
小池医院 ２５－６６８８
近藤医院 ２５－４４２８
花田医院 ２６－２０３６
黒木医院 ２４－１３０３

市立中原診療所 ２８－２００４
市立上原診療所 ２７－１０１２
おくむらクリニック ２５－６７００

金山 阿部医院 ３２－２０２５
市立金山病院（小児科） ３２－２１２１

①今回の助成額の変更
変更となる接種名 新しい助成額 以前の助成額

水ぼうそう 8,000 円 3,500 円

おたふくかぜ 5,000 円 2,500 円

※病院等、一部医療機関では自己負担額が発生す
る場合があります。料金については接種を受け
る医療機関へ事前にご確認ください。

※インフルエンザについての助成額は 2,160 円と
なる見込みです。



　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
に
関
す
る
心
配
や
悩

み
に
つ
い
て
、
一
人
で
背
負
わ
ず
、
同
じ
悩

み
を
持
つ
仲
間
と
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
依
存
症
で
悩
む
方
の
懇
談
会
や
学
習
会

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ご
本
人
だ
け

で
な
く
ご
家
族
の
方
の
参
加
も
可
能
で
す
。

　

原
則
、
毎
月
第
１
日
曜
日
の
13
時
～
15

時
（
６
月
、
11
月
は
第
２
日
曜
日
）
に
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
急
な
日
程
や
会
場
変

更
が
あ
る
た
め
、
必
ず
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所
：
星
雲
会
館

問
合
せ
先
：
代
表　

平
田
昭
彦
さ
ん

　
　
　
　
　

☎
52
・
２
３
３
１

　

犬
や
猫
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
散
歩

の
と
き
等
、
ペ
ッ
ト
の
糞
の
始
末
は
、
ど

う
し
て
い
ま
す
か
。「
犬
の
散
歩
中
、
犬

の
糞
を
処
理
せ
ず
放
置
し
て
い
く
飼
い

主
が
い
る
」、「
庭
や
畑
に
糞
や
尿
を
し

て
、
と
て
も
汚
い
」
な
ど
市
役
所
に
ペ
ッ

ト
の
糞
に
関
す
る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
苦
情
の
原
因
は
、
ほ
ん

の
一
部
の
心
な
い
飼

い
主
に
よ
る
も
の
で

し
ょ
う
が
、
そ
の
た

め
に
多
く
の
市
民
や

迷
惑
し
て
い
ま
す
。

飼
い
主
の
責
任
を
も

う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

次
の
５
か
条
を
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

◎
動
物
を
飼
う
と
き
の
心
得

１
．
動
物
の
習
性
等
を
正
し
く
理
解
し
、

　

最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
う 

２
．
人
に
危
害
を
加
え
た
り
、
近
隣
に
迷

　

惑
を
か
け
な
い

３
．
む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い

４
．
感
染
症
の
知
識
を
持
つ 

５
．
盗
難
や
迷
子
を
防
ぐ
た
め
、
所
有
者

　

を
明
ら
か
に
す
る 

　

飛
騨
保
健
所
で
は
精
神
科
医
に
よ
る
心

の
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
不
眠

や
ひ
き
こ
も
り
、ア
ル
コ
ー
ル
問
題
、様
々

な
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
悩
み
等
、
ご
自
身
や

ご
家
族
に
つ
い
て
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
費
用
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
ご
利
用
の
際
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
の
で
、
左
記
問
合
せ
先
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

◎
当
面
の
日
程

　

４
月
22
日
㈫　

下
呂
総
合
庁
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
萩
原
町
羽
根
）

　

５
月
27
日
㈫　

下
呂
保
健
セ
ン
タ
ー

　

６
月
24
日
㈫　

金
山
保
健
セ
ン
タ
ー

　

※
時
間
は
す
べ
て
14
時
30
分
～
16
時
。

お
問
合
せ
先
：
飛
騨
保
健
所

☎
０
５
７
７
・
33
・
１
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）
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これからの金山病院の役割

　

地
域
の
医
療
で
重
要
な
の
は
日
本
人
の
半
分
が

罹
る
と
い
う
癌
の
治
療
、
病
気
や
け
が
な
ど
の
救

急
医
療
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
慢
性
疾
患
、

高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
老
人
特
有
の
病
気
で
す
。

◎
癌
の
治
療

　

金
山
病
院
で
は
各
種
癌
の
診
断
と
と
も
に
、

特
に
頻
度
の
高
い
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
乳
が

ん
な
ど
の
標
準
的
な
手
術
、
術
後
抗
が
ん
剤
治

療
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
度
の
治
療
を
要

す
る
場
合
は
大
学
病
院
や
県
医
療
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
、
有
効
な
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
対

応
し
て
い
ま
す
。
癌
の
治
療
に
は
副
作
用
対
策

や
長
期
の
経
過
観
察
が
必
要
で
、
近
く
で
対
応

で
き
る
病
院
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
救
急
医
療

　

有
効
な
救
命
処
置
を
行
う
た
め
に
は
30
㎞

に
一
つ
は
救
急
病
院
が
必
要
で
す
。
外
傷
の

救
命
処
置
を
行
う
た
め
に
は
癌
の
手
術
を
行
え

る
よ
う
な
技
術
を
持
っ
た
外
科
医
が
必
要
で
す
。

金
山
病
院
で
は
外
科
医
の
常
駐
に
努
力
し
て
い

ま
す
。
ま
た
肺
炎
な
ど
緊
急
に
入
院
治
療
が
必

要
な
患
者
に
も
内
科
医
が
中
心
に
な
っ
て
対
応

し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
に
多
い
大
腿
骨
頸
部
骨

折
は
相
当
期
間
の
療
養
が
必
要
な
こ
と
か
ら
生

活
圏
で
の
治
療
が
重
要
と
考
え
大
学
か
ら
整
形

外
科
専
門
医
を
招
い
て
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
慢
性
疾
患
の
管
理

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
は
心
臓
病
や
脳
卒
中
の
原
因

と
な
り
老
後
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

金
山
病
院
で
は
内
科
医
師
団
が
専
門
性
を
生
か
し

て
こ
れ
ら
の
慢
性
疾
患
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
努

力
を
し
て
い
ま
す
。
整
形
外
科
で
は
寝
た
き
り
状

態
や
要
介
護
状
態
に
な
る
危
険
性
の
高
い
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
策
を
外
来
待
合
室

の
情
報
掲
示
板
で
紹
介
し
た
り
、
診
療
中
に
運
動
指

導
を
行
い
歩
行
能
力
の
維
持
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◎
在
宅
医
療
支
援

　

在
宅
で
寝
た
き
り
状
態
の
方
に
対
し
て
病
状

の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
た
め
に
一
定
期
間
入
院
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
介
護

し
て
お
ら
れ
る
方
の
支
援
に
も
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
終
末
を
迎
え
ら
れ
た
方
で
在

宅
で
の
看
取
り
が
困
難
な
場
合
、
病
院
に
入
院

し
て
の
看
取
り
が
で
き
る
体
制
を
設
け
て
い
ま

す
。
終
末
期
を
在
宅
で
と
い
う
の
は
誰
し
も
思

う
と
こ
ろ
で
す
が
、
が
ん
の
末
期
な
ど
で
苦
痛

を
伴
う
場
合
な
ど
病
院
で
医
療
の
助
け
を
借
り

た
看
取
り
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
病
・
病
連
携

　

金
山
病
院
で
の
治
療
が
困
難
な
症
例
は
県
病
院

や
大
学
病
院
と
連
携
し
、よ
り
有
効
な
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
５
月
に
開
院
す
る
下
呂
温
泉
病
院
と

の
連
携
は
特
に
重
要
で
す
。
地
域
の
医
療
体
制
の

維
持
を
目
指
す
中
で
、
金
山
病
院
が
有
効
に
機
能

す
る
た
め
に
は
下
呂
温
泉
病
院
の
高
度
専
門
医
療

が
必
要
で
、
金
山
病
院
の
療
養
病
棟
の
機
能
は
下

呂
温
泉
病
院
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
マ
ン
パ
ワ
ー

　

金
山
病
院
の
医
師
の
増
員
に
は
も
う
少
し

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
間
、
現

在
勤
務
す
る
医
師
の
専
門
性
を
生
か
し
地
域

に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

下
呂
市
立
金
山
病
院　

顧
問　

古
田
智
彦

※
金
山
病
院
で
は
、
医
師
・
看
護
師
の
募
集
を
し

て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
金
山
病

院
事
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
度
益
田
ア
ル
コ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
の
始
末
は

　
　
　
　
最
低
限
の
マ
ナ
ー
で
す
！


